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フ ィ
ー ル ドサ イ エ ン ス セ ン タ

ー 水産実験所

真 っ 青な空 と海, 灼熱 の 太陽の もと, 東南ア ジ

ア諸国の 若手研究者や大学院生 とともに真 っ 白な

ど - チ で 綱を曳き, 採れた魚を材料として魚類学

実習を行う｡ こ んなプ ロ ジ ェ クトをもう数年間続

けて い る｡ プ ロ ジ ェ クト の 目的は, 現地 の 若手研

究者に魚類分類学の 意義を十分理解して もら い,

そ の 上 で分類学の 手法を直接学び取 っ て もら い,

さらに各国で の 魚類学の エ キ ス パ ー

トを育て る こ

とに あ る｡ 東南ア ジア諸国の 海域は , イ ン ド洋一

太平洋に分布する海洋生物の 分散の 中心 と考えら

れ
, 沿岸生物 の 種多様性は極めて 高い

1)

｡ 魚類に

つ い て もサ ン ゴ礁か ら河口 の 泥場ま で多種多様の

沿岸性種が生息して い る ｡ 自国の 魚類の 種多様性

を自分の 目で見て ,
それ を認識し, 保全して もら

うの も, こ の プ ロ ジ ェ ク ト の ひ と つ の 目的で もあ

る ｡ こ こ で は, こ の プ ロ ジ ェ ク ト の 概要を紹介さ

せて 頂く ｡

ご存じの ように , 分類学は非常に古い 学問で ,

現在 の 動物分類学は 1 7 5 8 年 1 月 1 日 を基点と し

て おり ( 国際動物命名規約第 4 版, 第 3 条) , 我 々

も必 要に応 じて , 1 7 5 8 年 の 文献を調 べ る こ と も

ある｡ 1 9 世紀 の 標本や文献 を調 べ る の はもう日

常茶飯事の こ とで ある ｡ こ の よう に , 分類学は世

間か らは微が生えたよう に思われが ちな学問分野

で あるが, 実は, 現在隆盛を誇 っ て い る分子系統

学や地理系統学, ある い は生 物多様性研究や保全

生 物学に必要な基礎科学と して極めて 重要で ある

こ と ばい うまで もな い ｡ もちろん , 水産資源 学を

担 っ て い る基礎学問として も不可欠の もの で ある｡

最近は日本で もそ の よう に感 じる こ とも多い の で

あるが
, 未だ開発途上 に ある東南ア ジア諸国で は,

すぐさま産業に結び つ く学問や, 最新機器を利用

した研究分野に関するプ ロ ジ ェ ク トがほ とん どで ,

基礎的な研究プ ロ ジ ェ クトはあま りに も少ない ｡

そ の ためか
,
タイ を除い て東南ア ジア諸国で の 魚

類学者, 魚類分類研究者はば とん ど育 っ て い な い ｡

こ の ような こ とから, 我 々 が魚類分類学の エ キ ス

パ ー トを東南ア ジア諸国で育て 上 げる こ とば, 檀

めて重要で意義深 い こ とと考えて い る ｡

こ の プ ロ ジ ェ ク ト, 正式に は
``

日本学術振興会

大型共同研究 ( 沿岸海洋学)
' '

, 通称 マ ル チラ テ ラ

ル プ ロ ジ ェ ク トと呼ばれる も の
一

部で , 2 0 0 1 年

に始ま り 2 0 1 0 年ま で の 10 年間継続される大規模

なもの で ある ｡ 筆者はこ の 中の
"

研究課題 3 : 東

ア ジ ア ･ 東南ア ジア の 沿岸域にお ける生物多様性

の 研究
' '

と い う プ ロ ジ ェ ク トに属して い る ｡ こ の

グル
ー プは日本人研究者 3 0 数名, 東南ア ジア か

らはタイ ,
ベ トナ ム, マ レ

ー シ ア, フ ィ リ ピ ン,

およびイ ン ドネ シ ア の 5 カ国から 3 0 数名の 研究

者が参加する大所帯で あるため, 実際に は対象と

なる生物群に基づ い て , 魚類グル ー プ
,
ベ ン トス

グル ー プ
,
プ ラ ンク トン グル ー プ

, 藻類 グル
ー プ

,

そ の 他に分かれて 活動して い る｡ 筆者が所属する

魚類グル ー プは日本か ら, 松浦啓
一

博士 ( 国立科

学博物館, プ ロ ジ ェ ク トリ ー ダ ー

, グル
ー プリ ー

ダ ー 兼任) , 吉野哲夫准教授 ( 琉球大学理学部) ,

今村 央准教授 ( 北海道大学総合研究博物館) ,

本村浩之 准教授 ( 鹿児島大学総合研究博物館) ,

および筆者の 5 人, 東南ア ジア諸国からは, マ レ ー

シ ア , イ ン ドネ シア ,
べ トナ ム から各 2 人, タイ

と フ ィ リ ピン か ら各 1 人の 合計 1 3 人 の 研究者で

構成されて い る｡

こ の プ ロ ジ ェ ク トに 先立 っ て , 筆者 は 19 9 5 年

か ら 2 0 0 0 年ま で の 6 年間, 同じく 日本学術振興

2 0 0 7 年 3 月 6 日受理
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会の 大型 プ ロ ジ ェ ク ト,
"

拠点大学方式国際共同

研究
"

の
"

イ ン ドネ シア海域東部に お ける生物の

多様性に関する研究
"

と い う課題で , 彼 の地で の

魚類の 分類学的研究を行 っ て きた｡ こ の プ ロ ジ ェ

クトは純粋な共同研究で, そ の 成果は 2 冊の英語 ･

イ ン ドネ シ ア語 の バ イリ ン ガ ル 図鑑
2 , 3)

( w e b 版

は h tt p :〟r e s e a r c h ･ k a h a k u ･ g o J p / z o o l o g y/ C o a s t a し

Fi s h e s o r l n d o n e si a / および

h ttp :// r e s e a r c h .k a h a k u .g o .j p / z o o l o g y / F i s h e s_
o f
_
Bit u n g/)

と して公表 した｡

現在の マ ル チラ テ ラ ル プ ロ ジ ェ ク ト の 最初の 2

年 (2 00 1 年度と 2 0 0 2 年度) は, 現地調査 と打ち

合わせ会議で 費や し , 実際の 魚類学実習 ( Fi s h

T a x o n o m y W o r k s h o p) は 2 0 0 3 年か ら始ま っ た｡

2 0 0 3 年 はタイ の プ ー

ケ ッ トに ある プ
ー ケ ッ ト海

洋生物研究所 ( p u h k e t M a ri n e B i o l o g i c a l C e n t e r ;

図 1 - 4) , 2 0 0 4 年はべ トナ ム , ニ ヤ チ ャ ン の 国

立 海 洋 研 究 所 ( In s ti t u t e o f O c e a n o g r a p h y ,

N a ti o n a l C e n t e r fb ∫ N a t u r al S ci e n c e a n d

T e c h n o l o g ァ o r V i e t n a m ; 図 5 - 7) , 2 0 0 5 年 はイ

ン ドネ シア , ス . マ ト ラ の ビ ンタ ン 島 [主催はイ ン

ドネシア科学院( I n d o n e si a n l n s tit u t e o r S ci e n c e s) ;

図 8 - 1 2] , 2 0 0 6 年は フ ィ リ ピ ン , パ ナイ 島イ ロ

イ ロ に ある フ ィ リ ピ ン 大学 ビサヤ校 ( U n i v e r sit y

o r p h ili p p i n e s i n V i s a y a s ; 図 1 3 - 1 6) で そ れ ぞ

れ開催され た｡ 実習はプ ロ ジ ェ ク トに参加して い

る研究者 ( 前述 の 6 カ国, 13 人) に よる, 各自

の 魚類分類学や魚類生態学に関する研究発表か ら

始まる｡ 翌 日からは, 実際の 魚類採集や標本作製,

標本写真撮影, および同定の 手法に つ い て の 実技

が行われる ｡ 指導者は上記 の プ ロ ジ ェ ク ト参加研

究者, 実習生 は開催国の 若手研究者や技術職員,

高校などの 教師, 大学院生で ある ｡ 採集は, 砂浜

や河口 の 泥場, 海草の 繁茂する藻場で 地曳綱 ( 過

常セ イ ン と呼ばれる) をみん なで曳 い たり, ま た,

東南ア ジア の 人々 の 熱気で 蒸しかえる早朝の 市場

で魚を買 っ たり, ある い は水揚場で 直接漁師か ら

魚をもら っ たりして 行われる ｡

採集した魚を用 い て , まず魚類標本の 作り方が

説明される ｡ 発泡ス チ ロ
ー ル の板 の 上 に魚を載せ ,

細 い 虫 ピ ンで 鰭を広げて , ホル マ リ ンを鰭の 基底

部に塗る ｡ そうすると, 基底部の 皮膚や筋肉が固

定され, 鰭は立 っ たまま の 姿で 固まる の だ｡ こ の

作業を我々 は ｢鰭立て｣ と呼んで い る｡ 我 々 に と っ

て はル
ー

チ ン の 仕事で あるが, 初め て みる人々 に

はとて も興味深く目に映るようで ある｡ 次に写真

撮影｡ 魚 の 体色は時間の 経過 とともに, す ぐに そ

の 美しさを失う｡ 氷蔵で も冷凍で も鮮やかさ は急

速に 減退する し, ホ ル マ リ ン に漬ける と, 1 日 で

赤や黄色は失われる ｡ こ の ため, 生鮮時の 体色の

記録は, 現在の 分類学的研究に は, 欠かせ ない も

の とな っ た｡ 魚類標本の 写真撮影法も色々 とある

が, 筆者は専ら, 水を張 っ た奥行き の 狭い 水槽に

魚を入 れて, そ れをアクリ ル板で挟み込む ように

して 固定し横から撮影する方法を用 い て い る ｡ こ

の 方法は, 魚体に付着して い たゴ ミが底に溜ま っ

て も, ま たホ コ リが水面に浮い て も写真に写り込

む こ とがなく, 現場で多く の 撮影をする場合に た

い へ ん有利で ある ｡ しか し, な ん と い っ て も こ の

方法は, 撮影者の 腰にやさしい と い う ことで ある ｡

魚体を水平に横たえ, 真上か ら撮影する方法は,

撮影者の 腰 へ の 負担が大きく , 長時間連続して 行

う の は, た い へ ん な苦痛が伴う｡ 私 の 方法はこ の

ような こ とが なく ,
5 0 歳を越えた体に はも っ て

こ い の 方法で ある ｡ 写真を撮り終えた魚は, 静か

に ホル マ リ ン液の 中に横た える ｡ 通常, 筆者は内

蔵や筋肉を速やか に固定する ため, 右側の 腹腔や

背筋にメ ス を入れて , ホ ル マ リ ン の 浸透を速めて

い る ｡ 固定中の 標本は, 体内に腐敗ガ ス が溜ま っ

たり, 蝶 の ガ ス が抜けて い なか っ た りして , 固定

液の 中で浮い て くる こ とが ある ｡ そ の 場合は, 逮

やか に, 標本の 右側にメ ス を入れ , ガ ス を抜くと

と もに
, 十分に魚体を固定液中に沈めて おく こ と

も大事 な こ と で ある ｡ 2 0 世紀の 間は こ れで 魚類

標本完成で あ っ た｡ しか し, 最近は固定標本 + カ

ラ ー 写真 + D N A 解析用組織標本の 三点セ ッ トが

必要にな っ て きた ｡ こ の 組織標本はホル マ リ ンが

禁物で あるため, 組織標本の 採取は, 魚体を水洗

い した直後に行う ｡ すなわ ち, 鰭立て前に もう 一

仕事増えたわ けだ ｡ 暑 い 国で の 腐敗の 攻撃に おび

えなが ら, 組織を採取 して , 純 エ タノ ー ル に保存

し, 鰭立て を し, 写真撮影を行い , そ の 後腹腔に

メ ス を入れ, 標本識別 用の タ グを縫 い つ け, 最後

にホル マ リ ン に漬ける｡ こ れを
一 人で するの は,

結構大変な仕事で あ る｡ しか し, こ れをしなけれ

ば, い い 標本が作れず ,
また い い 研究もできな い ｡

こ ん な こ とを身をも っ て教え るの も, こ の 実習の

目的の ひと つ だと思 っ て い る｡
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こ の 東南ア ジ ア魚類実習, 我 々 日本人研究者 に

と っ て もメ リ ッ トはある ｡ 特に筆者ら熱帯域 の 魚

類を研究して い るも の にと っ て は, またとな い 標

本採集の 機会となる の だ ｡ 事実, 以前 のイ ン ドネ

シ アと の 共同研究を含めて , こ れ ら の プ ロ ジ ェ ク

トで 採集した標本を材料 に用 い た研究業績 は 10

編
4-1 3) に なり

,
さ ら に修論 4 編 , 卒論 5 編 の 材料

に もな っ た｡ また , 各地 の 図鑑作りも継続 して 進

める予定で , すで にタイ の リ ボン 島周辺 で採集さ

れ た魚類 つ い て は出版 した
1 4)

( w e b 版 は h t t p ://

r e s e a r c h .
k a h a k u .g o .j p / z o ol o g y/ F i sh e s

_
o f
_
L i b o n g /).

現在はタイ, ア ン ダ マ ン 海の 沿岸性魚類 フ ィ
ー ル

ドガイ ドを作成中で ある｡ なお, こ れ らの プ ロ ジ ェ

ク トで 採集した標本は, 国立科学博物館, 三重大

学水産実験所, 琉球大学理学部,
北海道大学総合

研究資料館, 鹿児島大学総合研究資料館 , イ ン ド

ネ シ ア科学院,
プ ー ケ ッ ト海洋生物研究所な どに

登録 ･ 保管され, プ ロ ジ ェ ク ト参加者だ けで なく ,

自国の ある い は外国の研究者にも利用されて いる ｡

2 0 0 7 年 の 魚類学実習 はマ レ ー シ ア で 開催され

る予定で ある ｡ こ れまで ,
こ の 実習で は主と して

沿岸性の 魚を使 っ て 行われ て き たが, 2 0 0 7 年 は

ア ン ダ マ ン海の ト ロ ー ル船 の 漁獲物を対象とする

予定で, これまで と は少し趣が異なりそ うだ ｡ ア

ン ダ マ ン海は地史的に隔離され たこ と もあ っ て ,

固有種が多く ,
た い へ ん 興味深い ｡ 東南ア ジ ア魚

類学実習の 旅も 2 0 0 7 年で 日本を除く参加国全部

を回る こ とになる ｡ しか し, こ れで 終わる こ とば

なく, 2 0 0 8 年はタイ の タイ 湾で , 2 0 0 9 年は風光

明姫な べ トナ ム 北部の ハ ロ ン 湾で , 2 0 1 0 年は ,

1 9 9 5 年か らの 3 年間研究を行 い , た い へ ん思い

出深い , イ ン ドネ シア, ロ ン ボク 島で こ の 魚類学

実習を行う予定で ある ｡ こ の 実習の 効果はす で に

現れ, 2 0 0 6 年度で は ビ ン タ ン 島で の 実習に 参加

したイ ン ドネ シア の 若手研究者が, 琉球大学の 留

学生 として来日して い る ｡ こ れ からも, い ろい ろ

な形で ,
こ の 実習の 成果が現れるこ とを心から願 っ

て い る｡

最後に, 写真の 使用をお許し頂いた鹿児島大学,

本村浩之准教授に御礼申し上 げる｡
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( 1 9 9 8) v a lid i t y o f th e l ei o g n a t h i d fi s h , G a z z a d e n l e x

( v a l e n c i e n n e s i n C u v i e r a n d V al e n ci e n n e s , 1 8 3 5) ,

w i th d e si g n a ti o n o f a
l e c t o t y p e , a n d r e d e s c r lP t 1 0 n O f

G . m i n u ta ( Bl o c h , 1 7 9 5) .
I c h th y o l . R e s . , 4 5 : 2 7 1

-

2 8 0 .

5) K I M U R A , S .
,
T . Y A M A S H I T A a n d Y . I w A T S U K I

( 2 0 0 0) A n e w s p e ci e s , G a z z a rh o m b e a , f r o m th e

l n d o - W e st P a ci丘c
,
w it h a r e d e s c r lp tl O n O f C ･

a ch l a m y s J o r d a n & S t a r k s , 1 9 1 7 ( P e r cif o r m e s :

L ei o g n a th i d a e) . I c h t hァ01 ･ R e s ･ , 4 7 : 1
- 1 2 ･

6) K I M U R A , S .

,
Y . I w A T S U K I a n d T . Y o s H I N O ( 2 0 0 1)

R e d e s c r lp tl O n S O r th e l n d o
- W e st P a ci 丘c a t h e ri n i d

fis h e s
,
A th e ri n o m o r u s e n d r a ch i e n si s ( Q u o y a n d

G ai m a r d
,
1 8 2 5) a n d A . d u od e ci m a li s ( V al e n ci e n n e s

i n C u v i e r a n d V a l e n ci e n n e s , 1 8 3 5) . I c h t h y o l . R e s . ,

4 8 : 1 6 7 - 1 7 7 .

7) M o T O M U R A , H .
,
S . K I M U R A a n d Y . I w A T S U K I

( 2 0 0 1) P o:iyd a c t) l u s b lf u rc u s , a n e w s p e ci e s o f

th r e a d fi n fr o m L o m b o k I sl a n d
,
I n d o n e si a ( P e r -

ci fo r m e s : P o ly n e m id a e) .
I c h t h y ol . R e s .

,
4 8 : 2 9 9 1

3 0 5 .

8 ) K I M U R A , S .
,
Y

. I w A T S U K I a n d T . Y o s H I N O ( 2 0 0 1)

V a li d i t y o f t h e a th e ri n i d fi s h
,
A th e ri n o m o r u s

v aig i e n si s (Q u o y a n d G a i m a r d , 1 8 2 5) , w i th c o m
-

m e n ts o n i ts s y n o n y m y ･
I c h t h y o l ･ R e s ･ , 4 8 : 3 7 9

- 3 8 4 ･

9 ) K I M U R A , S .
,
Y . I w A T S U K I a n d T . Y o s H I N O ( 2 0 0 2)

A n e w sil v e r si d e
,
A th e ri n o m o r u s a eth ol epi s s p ･ n o v ･

,
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fr o m t h e W e s t P a cifi c ( A t h e ri n if o r m e s : A ( h e-

ri n i d a e ) . I c h t h y o l . R e s . 4 9 : 2 4 0- 2 4 4 .

1 0 ) K I M U R A
,
S

.
,
P

, V , D u N I . : Iヽ , . T . P E R I S T J W ; u Y a n d

C E L I A R L L a v ill a- P it o g o (2 0 0 3) T h e L R io g a th u 5

a u , e u ∫ c o m pl e x ( P e r c ir o r m e s = L ei o g n a t h i d a e) w i t h

t h e d e s c r l P t l O n O f a n e w s p e ci e s ･ 1 c h Lh y ol , R e s ･ . 5 0 :

2 2 1_ 2 3 2 .

l l) K I M U R ^ , S .
,
T . I T O

,
T . P E R I S T I W ^ I j Y , Y .

I w A T S U K 7
,
T . Y o s l l J N O a n d P , V . D LT N l _ ｡へP (2 0 0 5)

T h e L e io g n a lh u s spl e n d e n s c o m pl e x ( P e r ｡ if o r m e s =

L ei o g n a t h i〔1 a e) w i t h th e d e s c ri p ti o n o f a n e w s p e-

c i e s
,
L ･ei o g n a th u s k u p a n e71 Si s K i m u r a a n d

P e ri s t i w a d y ･ l c h t h y o l , R e s . , 5 2 : 2 7 5- 2 9 1 .

1 2) S ^ D O , T . a n d S . K I M U R A ( 2 0 0 6 ) D e s c r i p ti v e

図1 2 0 0 3 年度魚類学実習参加者

( プ ー ケ ッ ト, 2 0()3 年 9 月)

m o r p h o l o g y o f y o lk s a c l a r v al S ol e n o s Lo m u 5 P a r a d o x zL5

c o ll e c t e d f r o m L i b o n g I sl a n d , T r a n g . s o u t h e r n

T h a il a n ･ I c h t h y ol . R e s , , 5 3 : 1 8 9- 1 9 1-

13 ) K I M U R ^ . S .
,
D . G o L A.

N l
.
Y , I w A

･

r S U K l , M .

T A T3 U C I I l a n d T , Y o s H I N O ( 2 0 0 7) R e d e s c ri p ti o n s o f

t h e l n d o- P a c ii-I C a l h e r in i d fi sh e s . A th e ri n o m o r u 5

/ o rs k alii, A lh c 'i'1 0 m O r u 5 l a c u T W 5 u 5 , a n d A lh e 'iTZ O m O T u S

pi n g ui s . I c h t h y o l . R e s . , 5 4 ( 2) (i n p r e s s) .

1 4 ) M A T S し U R 人
.
K . a n d S . K I M U R A ( 2 0 0 5) F i s h e s o f

Li b o n g T s] a n d , w e st c o a st O f s o u t h e r n T h a il a n d .

O c e a n R e s e a r c h l n s (i t u t e
.
T h e U n i v e r s it y O f T o k y o ,

T o k v o
,
7 8 p p .

囲 4 標本作製と同定指導

( プ ー

ケ ッ ト
,
2 0 0 3 年 9 月)

園 2 プーケ ッ ト海洋生物研究所で の研究発表風景 図 5 ナ チ ャ ン近郊で の 魚類採集 ( 200 4 年 10 月)

(2 0 0 3 年9 月)

園3 プー ケ ッ ト島北部 の 河 口 で の 魚類採集

( 2 0 0 3 年 9 月)

囲 6 早朝 の水損場 ( ナ チ ャ ン ,
2 0 0 4 年 1 0 月)



東南ア ジ ア で の 魚類研究者 の 育成

図 7 ナ チ ャ ン の 魚市場 (2 0 0 4 年 10 月)

図8 ピ ン ク ン 島で の 魚類採集 (20 0 5 年9 月)

園 9 標本作製と 同定指導

( ビ ンタ ン島, 2 0 0 5 年 9 月)

図1 0 標本作製と同定指導

( ビ ン タ ン 島, 2 0 0 5 年9 月)

図1 1 写真撮影法 の 説明

( ピ ン ク ン 島, 2 0 0 5 年 9 月)

図1 2 2 0 0 5 年度魚類苧実習参加者

( ビ ン タ ン島, 2 0 0 5 年9 月)

園13 水揚場で売られ て い た現在研究中の ヒ イ ラ

ギ科の 未記載種 (イ ロ イ ロ , 2 D D 6 年 12 月)

図14 イ ロ イ ロ の 魚市場 ( 20 0 6 年 1 2 月)

園1 5 イ ロ イ ロ の 魚市場 (2 0 0 6 年 1 2 月)

園1 6 フ ィ リ ピ ン人草ビ サ ヤ校で の 写真撮影風景

( イ ロ イ ロ
,
2 0 0 6 年 1 2 月 , 本村撮影)


